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東寺百合文書 ユネスコ記憶遺産に登録
特集

国
宝
『
東
寺
百
合
文
書
』 

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録
！

「伊予守藤原忠隆請文」
（出典　京都府立総合資料館所蔵　東寺百合文書）

第12回ユネスコ記憶遺産国際諮問委員会
の審議を経て、10月10日（日本時間）に国
宝『東

とう

寺
じひゃくごうもんじょ

百合文書』のユネスコ記憶遺産（世
界記憶遺産）登録が決定しました。『東寺百
合文書』は、『舞鶴への生還　1945 ～ 1956シ
ベリア抑留等日本人の本国への引き揚げの記
録』とともに平成26年６月の日本ユネスコ国
内委員会で国内候補として選定され、今回２
件とも登録されました。

・『
東
寺
百
合
文
書
』
に
つ
い
て

『
東
寺
百
合
文
書
』
は
、
京
都
の
東

寺
（
教き

ょ
う
お
う
ご
こ
く
じ

王
護
国
寺
）
に
伝
え
ら
れ
た
８

世
紀
か
ら
18
世
紀
ま
で
の
約
１
千
年
に

わ
た
る
膨
大
な
量
の
古
文
書
群
で
、
そ

の
数
は
お
よ
そ
２
万
５
千
通
に
及
び
ま

す
。
中
で
も
中
世
文
書
の
数
は
、
日
本

屈
指
の
分
量
で
す
。
弓
削
島
荘
は
、
鎌

倉
時
代
に
東
寺
領
と
な
っ
た
の
で
、
東

寺
関
係
文
書
の
中
に
そ
の
記
録
が
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
数
は
、

３
百
余
通
に
及
び
ま
す
。

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
の
第
５
代
藩
主

だ
っ
た
前ま

え
だ
つ
な
の
り

田
綱
紀
が
百
個
の
桐
箱
を
文

書
の
保
存
容
器
と
し
て
東
寺
に
寄
進

し
、
そ
の
後
は
こ
の
箱
に
納
め
ら
れ
て

保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

『
東
寺
百
合
文
書
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
に
東
寺

か
ら
京
都
府
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
は
京

都
府
立
総
合
資
料
館
の
収
蔵
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
史
料
的
な
価
値

か
ら
平
成
９
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
は
、

そ
れ
ら
の
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
弓
削
島
荘
に
つ
い
て

弓
削
島
荘
は
、
芸
予
諸
島
東
部
に
位

置
す
る
伊
予
国
弓
削
島
を
荘
域
と
し
た

東
寺
領
荘
園
で
す
。
年
貢
と
し
て
塩
を

納
め
た
こ
と
か
ら
「
塩
の
荘
園
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
１
３
５
年
（
保ほ

う
え
ん延

元
年
）
の
「
伊

予
守
藤ふ

じ
わ
ら
の
た
だ
た
か
う
け
ぶ
み

原
忠
隆
請
文
」
で
弓
削
島
の
文

字
が
確
認
で
き
、
こ
れ
は
弓
削
島
荘
関

係
の
最
古
の
文
書
で
す
。
成
立
当
初
の

領
家
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥

羽
院
つ
い
で
後
白
河
院
が
本
家
職
を
保

持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
に
後
白
河
法
皇
か
ら
皇
女
の
宣せ

ん
よ
う
も
ん

陽
門

院い
ん

に
譲
ら
れ
、
さ
ら
に
宣
陽
門
院
は

１
２
３
９
年
（
延え

ん
お
う応

元
年
）
こ
れ
を
弘

法
大
師
ゆ
か
り
の
東
寺
に
寄
進
し
、
東

寺
領
と
し
て
の
弓
削
島
荘
の
歴
史
が
始

ま
り
ま
し
た
。
荘
園
か
ら
の
年
貢
は
主

に
塩
で
徴
収
さ
れ
、
製
塩
は
弓
削
島
の

基
幹
産
業
で
し
た
。

年
貢
塩
は
船
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
海
を

海
上
輸
送
さ
れ
、
大
阪
湾
か
ら
は
淀
川

を
溯
り
、
淀
で
陸
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

淀
か
ら
は
「
車し

ゃ
り
き力

」
と
呼
ば
れ
る
輸
送

業
者
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、

当
時
の
送
り
状
の
記
録
か
ら
、
弓
削
島

の
塩
は
、
約
１
ヶ
月
間
を
要
し
て
東
寺

に
運
搬
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

14
世
紀
中
頃
以
降
、
安
芸
の
小
早
川

氏
や
伊
予
の
能
島
村
上
氏
ら
の
侵
略
を

う
け
て
年
貢
未
進
の
状
況
が
生
じ
、
戦

国
時
代
末
期
に
は
東
寺
の
荘
園
と
し
て

の
弓
削
島
荘
は
有
名
無
実
と
な
り
ま
し

た
。
１
４
６
３
年
（
寛
正
４
年
）
６
月
、

東
寺
は
弓
削
島
荘
か
ら
の
年
貢
が
無
沙

汰
で
あ
る
の
で
、
伊
予
国
の
守
護
に
命

じ
て
職
務
を
全
う
さ
せ
る
よ
う
幕
府
に

訴
え
ま
し
た
（「
東と

う
じ
ざ
っ
し
ょ
う
も
う
し
じ
ょ
う

寺
雑
掌
申
状
」）。

こ
れ
を
最
後
に
弓
削
島
荘
は
、
東
寺
関

係
の
古
文
書
の
中
か
ら
姿
を
消
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
弓
削
島
の
定
光
寺
観
音

堂
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
が
建
立
さ

れ
た
の
は
、
こ
の
年
で
し
た
。

『
東
寺
百
合
文
書
』
に
記
載
さ
れ
た

弓
削
島
荘
の
地
名
や
景
観
は
、
現
在
の

弓
削
島
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
か
ら
も

『
東
寺
百
合
文
書
』
は
、
中
世
史
を
研

究
す
る
上
で
の
第
一
級
の
史
料
と
い
え

ま
す
。

・
企
画
展
の
開
催
に
つ
い
て

『
東
寺
百
合
文
書
』
が
ユ
ネ
ス
コ
記

憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
せ
と
う
ち
交
流
館
展
示
室
で
弓
削

島
荘
に
関
連
し
た
複
写
史
料
を
展
示
す

る
企
画
展
を
開
催
中
（
入
場
料
無
料
）

で
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間
…
12
月
25
日（
金
）ま
で
、
８
時

30
分
～
17
時
15
分

主　

催
…
上
島
町
、
上
島
町
教
育
委
員

会問
上
島
町
教
育
委
員
会
（
弓
削
）

☎
７
７
―
２
１
２
８
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行
っ
た
の
が
仕
込
作
業
！
「
お
い
し
く

な
～
れ
♪
」
と
練
り
、
味
噌
玉
を
作
っ

て
容
器
の
中
へ
投
げ
る
!!　

空
気
を
抜

き
な
が
ら
味
噌
玉
を
作
る
の
は
難
し
そ

う
で
し
た
が
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う

に
容
器
へ
投
げ
る
の
は
と
て
も
上
手
で

し
た
。

１
ヶ
月
程
寝
か
せ
て
、
美
味
し
い
味

噌
の
出
来
上
が
り
。
今
回
作
っ
た
味
噌

は
、
岩
城
保
育
所
の
給
食
で
お
い
し
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

９
月
２
日（
水
）、
生
名
網

建
緑
地
帯
に
各
地
区
長
、
各

種
団
体
の
方
々
に
よ
り
コ
ス

モ
ス
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
頂
き
、

周
辺
の
木
々
の
剪
定
作
業
か
ら
種
ま
き

ま
で
、
手
際
よ
く
作
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
網
建

緑
地
帯
が
き

れ
い
に
整
備

さ
れ
ま
し

た
。
11
月
頃

に
は
コ
ス
モ

ス
が
一
面
に

咲
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

島々の話題

８
月
18
日
～
20
日
（
火
～

木
）、
岩
城
保
育
所
年
長
組

６
名
が
小
漕
地
区
に
て
、
味

噌
づ
く
り
を
体
験
・
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
漕
地
区
で
は
、
昔
か
ら
現
在
ま
で

地
域
の
方
が
集
ま
り
麦
麹
を
つ
く
る
と

こ
ろ
か
ら
味
噌
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
麦
を
洗
い
釜
戸
で
蒸

す
と
こ
ろ
か
ら
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
方
か
ら
ど
う
や
っ
て
味
噌

が
で
き
る
の
か
、
作
り
方
や
ポ
イ
ン
ト

を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

潰
さ
れ
て
出

て
く
る
大
豆
を

見
て
「
ラ
ー
メ

ン
み
た
い
！
」、

麦
麹
を
ほ
ぐ
す

工
程
で
は
、「
少

し
甘
い
に
お
い

が
す
る
」な
ど
、

子
ど
も
な
ら
で

は
の
感
想
が
と

び
だ
し
て
い
ま

し
た
。

中
で
も
、
一

番
張
り
き
っ
て

９
月
７
日（
月
）に
弓
削

高
校
（
写
真
①
・
②
）、

９
月
12
日（
土
）
に
魚
島

地
区
（
写
真
③
・
④
）、
９
月
13
日（
日
）

ふ
る
さ
と
の
味
・
味
噌
づ
く
り
体
験

食
育
教
室
・
ぱ
く
ぱ
く
ク
ッ
キ
ン
グ

秋
晴
れ
の
下
、
さ
わ
や
か
な
汗

町
内
各
地
区
・
各
学
校
で
運
動
会

8/18
～
8/20

9/7
9/12
9/13
9/20

生
名
に
コ
ス
モ
ス
植
栽

上
島
四
島
花
の
島
構
想

9/2

に
岩
城
地
区
（
写
真
⑤
・
⑥
）
と
弓
削

中
学
校（
写
真
⑦
・
⑧
）、９
月
20
日（
日
）

に
弓
削
地
区
（
写
真
⑨
、
⑩
）
と
生
名

地
区
（
写
真
⑪
、
⑫
）
で
そ
れ
ぞ
れ
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の

下
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

⑨ ⑤ ①

⑩ ⑥ ②

⑪ ⑦ ③

⑫ ⑧ ④
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続
い
て
、
毎
年
恒
例
の
上
島
町
文
化

協
会
生
名
支
部
新
舞
踊
部
に
よ
る
舞
踊

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
一
生
懸
命
練
習

し
た
美
し
い
舞
踊
に
、
出
席
者
の
皆
さ

ん
は
大
変
喜
ば
れ
、

楽
し
く
観
覧
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

皆
様
の
健
康
と
長

寿
に
お
祝
い
申
し
上

げ
、
こ
れ
か
ら
の
健

康
と
長
寿
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

島々の話題

９
月
14
日（
月
）、
海
光
園

に
お
い
て
、
入
所
者
の
皆
様

の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
す

る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
数
え
１
０
３
歳
の
方
３

名
と
数
え
１
０
１
歳
の
方
２
名
に
お
祝

い
の
表
彰
状
と
記
念
品
、
米
寿
の
方
１

名
と
75
歳
以
上
の
方
60
名
に
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
15
日（
火
）に
魚
島

地
区
（
写
真
①
）、
９
月

19
日
（
土
）
に
岩
城
地
区

（
写
真
②
）、
９
月
26
日
（
土
）
に
弓
削

（
写
真
③
）・
生
名
地
区
（
写
真
④
）
で

そ
れ
ぞ
れ
健
康
と
長
寿
を
祝
う
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
や
米

寿
の
方
に
表
彰
状
や
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
宴
の
部
で

は
、
岩
城
地
区
で
「
瀬
戸
内
の
島
」
で

お
な
じ
み
の
美み

ど

り
土
里
り
ん
ご
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
地
区

で
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

健
康
と
長
寿
お
祝
い

平
成
27
年
度
海
光
園
敬
老
会

ま
す
ま
す
の
長
寿
を
願
っ
て

町
内
各
地
区
で
敬
老
会

9/149/15
9/19
9/26

①

②

③

④

問かみじま音楽祭実行委員会事務局（上島町企画政策課内）☎77-2500
HP　http://www.town.kamijima.lg.jp/site/kanko/6801.html

第２部めざましライブカントリーツアー　チケット販売のご案内
町民チケット　1,000円（税込）　残り僅か
11月６日（金）12時30分販売開始　販売：上島町役場各総合支所
一般チケット　2,000円（税込）　限定200枚
11月７日（土）10時販売開始
チケットぴあ　☎︎0570-02-9999　Pコード279-924　　http://t.pia.jp
ローソンチケット ☎︎0570-084-006　Lコード63717  　　http://l-tike.com

第２部　めざましライブカントリーツアー　町民限定先行予約チケット引
換えのご案内

チケットを予約された方はお早めにお越しください。なお、お釣りのい
らないようにお願いいたします。
引換期間…11月９日（月）～ 20日（金）平日８時30分～ 17時
引換場所…予約された総合支所までお越しください。
※予約場所以外で引換希望の方は、事前にお問い合わせください。
弓削総合支所総合案内（☎︎77-2500　企画政策課）、岩城総合支所総務課

（☎︎75-2500）、生名総合支所総務課（☎︎76-3000）、魚島総合支所総務課（☎︎
78-0011）

第５回かみじま音楽祭 in ゆげ  響け！ゆめしま 12月６日（日）
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇インフォメーション◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

バザー出店者募集中！
かみじま音楽祭実行

委員会では、イベント
を一緒に盛り上げてく
れるバザー出店者を募
集しております。詳し
くは下記までお問い合
わせください。
バザー会場…弓削小学
校グラウンド
時間…11時 ～ 13時30
分（14時完全撤収）
募集締切…

11月13日（金）
問上島町役場企画政策
課　☎︎77-2500

HP
HP

HP
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９
月
20
日（
日
）、
魚
島
地
区

高
井
神
公
民
館
に
お
い
て
、

「
第
５
回
高
井
神
島
よ
う
こ

そ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら

約
１
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
お
笑
い
芸
人
ツ
ー
ラ
イ
ス
さ
ん
が

登
場
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
交
え
た
参

加
者
と
の
掛
け
合
い
に
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
。
続
い
て
元
気
の
で
る
健
康
体

操
で
は
、
上
島
町
理
学
療
法
士
の
お
手

本
に
合
わ
せ
参
加
者
み
な
さ
ん
で
体
を

ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
心
も
体
も
温

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
高

井
神
親
善
大
使
で
も
あ

る
歌
手
の
美
土
里
り
ん

ご
さ
ん
が
登
場
。
力
強

い
歌
謡
曲
熱
唱
に
拍
手

喝
采
！
そ
れ
に
応
え
、

り
ん
ご
さ
ん
は
ス
テ
ー

ジ
を
飛
び
出
し
、
参
加

者
一
人
一
人
と
握
手
を

し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
高
井

神
島
関
道
神
社
の
神
輿

が
５
年
ぶ
り
に
復
活
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に

そ
の
雄
姿
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
神
輿
が
復
活

第
５
回
高
井
神
島
よ
う
こ
そ
祭
り

9/20

日 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1 中 1：32 325 14：29 362 7：55 31 20：41 118
2 中 2：17 301 15：22 337 8：41 57 21：37 138
3 小 3：10 276 16：26 314 9：34 86 22：45 152
4 小 4：22 255 17：39 299 10：40 112 - -
5 小 5：54 247 18：53 293 0：11 154 12：04 130
6 長 7：22 255 19：55 295 1：32 143 13：30 134
7 若 8：29 272 20：42 300 2：31 124 14：37 129
8 中 9：18 292 21：20 305 3：14 105 15：27 121
9 中 9：57 310 21：53 309 3：48 87 16：07 115
10 中 10：31 327 22：22 313 4：18 71 16：41 110
11 大 11：02 341 22：50 317 4：45 56 17：13 107
12 大 11：34 352 23：19 319 5：13 44 17：43 105
13 大 12：06 359 23：50 319 5：41 34 18：15 106
14 大 - - 12：40 362 6：12 28 18：49 108
15 中 0：23 316 13：18 360 6：46 28 19：27 112
16 中 1：01 310 14：00 353 7：24 33 20：10 118
17 中 1：44 299 14：48 341 8：08 45 21：00 125
18 小 2：37 286 15：45 328 9：00 63 22：01 129
19 小 3：44 274 16：51 317 10：03 82 23：12 125
20 小 5：08 270 18：01 313 11：19 97 - -
21 長 6：34 282 19：08 317 0：27 112 12：42 102
22 若 7：49 305 20：07 325 1：36 88 13：59 96
23 中 8：50 333 20：59 334 2：34 60 15：03 85
24 中 9：44 360 21：46 342 3：24 33 15：57 75
25 中 10：33 380 22：30 346 4：10 9 16：46 69
26 大 11：18 392 23：12 345 4：53 -6 17：32 68
27 大 12：03 395 23：53 338 5：35 -13 18：16 73
28 大 - - 12：46 389 6：16 -11 18：59 82
29 大 0：34 326 13：30 376 6：57 1 19：43 95
30 中 1：16 310 14：14 357 7：39 21 20：28 108

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会から引用したものです。
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㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
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11 月 の 潮 汐 表

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

問
上
島
町
各
総
合
支
所
住
民
課

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と

同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま

す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は

な
く
、配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２

月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
収
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

問今治税務署
☎0898-32-6100

日　時…11月26日（木）
13時～ 15時（せとうち交
流館多目的ホール）
対象者…全徴収義務者

平成27年分年末調整
説明会の開催について
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ま
ず
初
め
に
、
先
週
に
は
茨
城
県
・

栃
木
県
・
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
地
域

に
お
い
て
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ

れ
、
川
の
氾
濫
・
決
壊
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
対
し
ま
し
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
と
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
日
々
が
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
平
成
27
年
度
第
３
回
定
例
議

会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全

員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
内
容

や
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
時
間
の
関

係
上
、
上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町

行 

政 

報 

告

本
定
例
会
は
９
月
17
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
20
日
と
定
め
、
24
日
に

審
議
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、

行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主
な
内

容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平第

成３

27回

年定

例

会
長
活
動
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
こ
の
場
に
お
い
て
は
主
な
事
項
の

み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
25
日
か
ら
28
日
に
お
い
て
、
北

海
道
美
瑛
町
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
会
定
期
総
会
及

び
世
界
大
会
・
国
際
会
議
２
０
１
５
に

出
席
し
ま
し
た
。
国
内
連
合
加
盟
51
町

村
、
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
26
社
、
イ
タ
リ

ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
国
外
か
ら
の
世
界

で
最
も
美
し
い
村
連
合
会
正
規
加
盟

国
・
準
加
盟
国
４
ヶ
国
の
関
係
者
等
、

約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
歓
迎
パ

レ
ー
ド
や
セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、「
自

立
の
た
め
の
む
ら
づ
く
り
」
に
向
け
た

戦
略
会
議
な
ど
、
今
後
の
地
域
資
源
の

保
護
や
地
域
経
済
の
発
展
へ
向
け
た
各

種
事
例
発
表
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
関
係
者
と

の
接
点
を
持
つ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。上
島
町
と
イ
タ
リ
ア
は
、「
レ
モ
ン
」

「
気
候
」「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
等
の
共
通

点
も
多
い
こ
と
か
ら
、
姉
妹
都
市
縁
組

を
含
め
た
新
た
な
町
づ
く
り
に
、
こ
の

縁
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

６
月
30
日
に

は
、
上
島
架
橋

促
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
愛

媛
県
今
治
土
木

事
務
所
か
ら
用

地
買
収
及
び
本

体
工
事
等
の
今

後
の
事
業
進
捗
に
係
る
工
程
や
、
岩
城

橋
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
上
島
町
も

早
期
完
成
に
向
け
、
関
係
機
関
へ
の
要

望
活
動
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
用
地
取
得
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
変
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
地
元
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

７
月
３
日
に
は
、
全
国
離
島
振
興
協

議
会
の
正
副
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、

「
平
成
28
年
度
離
島
振
興
の
促
進
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
」
や
「
平
成
27
年

度
都
道
府
県
支
部
・
市
町
村
提
出
議
題

の
処
理
に
つ
い
て
」
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
終
了
後
直
ち
に
４
班
に
分
か
れ

各
省
の
大
臣
や
副
大
臣
、
政
務
官
や
国

会
議
員
、
審
議
官
や
担
当
課
長
な
ど
に

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
も
離
島
航
路
・
航
空
路
支

援
法
を
早
期
に
制
定
し
、
改
正
離
島
振

興
法
第
１
条
目
的
に
明
記
さ
れ
て
い
る

「
人
の
往
来
及
び
生
活
に
必
要
な
物
資

等
の
輸
送
に
要
す
る
費
用
が
他
の
地
域

に
比
較
し
て
多
額
で
あ
る
状
況
の
改
善

に
よ
る
地
域
格
差
の
是
正
」
を
重
点
課

題
に
し
て
お
り
、
離
島
航
路
の
「
Ｊ
Ｒ

並
み
料
金
」
実
現
に
向
け
て
の
運
動
を

今
後
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
要
望
活
動
に
回
っ
た
国
の
各

担
当
課
か
ら
、
離
島
活
性
化
交
付
金
の

活
用
や
地
方
創
生
に
繋
が
る
施
策
に
つ

い
て
、
各
自
治
体
、
島
々
か
ら
積
極
的

に
提
案
さ
れ
る
よ
う
多
数
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
住
民
・
産
官

学
金
労
言
の
参
画
に
よ
る
策
定
が
重
要

で
あ
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
起
草
」
に

お
い
て
は
、行
政
機
関
の
み
で
は
な
く
、

議
会
を
始
め
と
す
る
各
団
体
か
ら
の
御

提
案
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

７
月
14
日
か
ら
15
日
、
東
京
に
お
い

て
国
の
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
原
議
会
議
長
を
は
じ
め
各
地
区
長

等
と
共
に
、
上
島
町
の
重
要
施
策
の
要

望
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

本
年
も
各
省
庁
の
担
当
に
直
接
説
明
す

る
た
め
、
内
閣
府
・
総
務
省
・
国
土
交

通
省
・
厚
生
労
働
省
・
文
化
庁
・
観
光

庁
や
愛
媛
県
選
出
国
会
議
員
等
、
59
人

へ
要
望
書
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
望
書
の
内
容
は
、

一
．
上
島
架
橋
「
岩
城
橋
」
の
早
期
完

成
に
つ
い
て

一
．
離
島
補
助
航
路
の
指
定
緩
和
に
つ

い
て

一
．
離
島
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

一
．
離
島
振
興
法
改
正
に
か
か
る
予
算

枠
の
確
保
に
つ
い
て

一
．
離
島
に
お
け
る
燃
油
類
の
格
差
是

正
に
つ
い
て

一
．
離
島
に
お
け
る
上
水
道
の
整
備
に

つ
い
て

一
．
観
光
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
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平

成

27

年

第

３

回

定

例

会

一
．
歴
史
的
文
化
遺
産
の
調
査
や
保
存

に
つ
い
て

一
．
地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

で
あ
り
、
特
に
今
回
は
、
上
島
町
の
特

徴
を
活
か
し
た
自
立
的
で
継
続
可
能
な

社
会
の
創
生
、
お
よ
び
自
由
度
の
高
い

継
続
的
な
新
た
な
交
付
金
創
設
等
の
地

方
創
生
の
推
進
に
係
る
要
望
を
新
た
に

加
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
魚
島
地
区

の
医
師
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民

生
活
に
密
接
す
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

た
め
、
計
画
的
な
医
師
の
配
置
支
援
を

強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

７
月
19
日
に
は
、
本
年
３
月
ま
で
上

島
町
民
の
安
心
安
全
に
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
し
た
救
急
艇
「
か
み
じ
ま
」
が
、

松
山
市
の
救
急
艇
と
し
て「
う
み
ね
こ
」

と
名
称
を
改
め
、
忽
那
諸
島
の
医
療
充

実
の
た
め
就
航
す
る
式
典
に
お
招
き
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
山
市
野
志
市
長

か
ら
は
上
島
町
民
へ
の
感
謝
の
お
言
葉

が
あ
り
、
私
も
上
島
町
民
の
命
を
つ
な

い
だ
救
急
艇
が
、
今
後
も
引
き
続
き
離

島
医
療
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

感
謝
し
、
就
航
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

７
月
22
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
山
元
町
の
齋
藤

町
長
が
上
島
町
に
お
越
し
に
な
り
ま
し

た
。
山
元
町
へ
は
、
現
在
も
上
島
町
か

ら
１
名
の
職
員
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
上
島
町
か
ら
の
支

援
に
係
る
お
礼
の
訪
問
で
、
重
ね
て
の

人
的
支
援
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。

７
月
18
～
19

日
に
お
い
て
、

出
会
い
ふ
れ
あ

い
交
流
会
、
７

月
21
日
～
24
日

に
は
、
子
ど
も

ミ
ニ
島
体
験

キ
ャ
ン
プ
、
８

月
１
日
に
は
弓

削
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
ヨ
ッ
ト
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
ふ
る
さ
と
夜
市
、
２
日
に

は
ゆ
げ
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
13
日
に
は
ゆ
げ
Ｏ
Ｂ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
14
日
に
は
い
わ
ぎ

野
球
大
会
、
弓
削
地
区
ふ
る
さ
と
ソ
フ

ト
、
15
日
に
は
魚
島
て
ん
て
こ
祭
り
、

各
地
区
に
お
け
る
盆
踊
り
行
事
、
22
日

に
は
ラ
ブ
＆
ビ
ー
ト
な
ど
、
上
島
町
各

地
区
に
お
い
て
夏
の
恒
例
行
事
が
開
催

さ
れ
、
皆
さ
ん
も
各
地
で
懐
か
し
い

人
々
と
の
再
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
迎
え
る
側
と
し
て
温
か

く
対
応
し
て
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
10
日
に
は
、
愛
媛
県
・
市
町
連

携
推
進
本
部
会
議
と
え
ひ
め
ト
ッ
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
上
島
町

産
業
振
興
課
長
が
連
携
推
進
本
部
会
議

に
お
い
て
人
口
問
題
対
策
に
係
る
市
町

の
取
組
事
例
「
農
業
者
と
協
働
し
た
就

業
研
修
に
よ
る
定
住
促
進
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
協
議
事
項
と
し
て
上
島
町
の

重
要
課
題
で
あ
る
離
島
の
医
師
確
保
に

つ
い
て
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
17
日
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
で
競
う
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
５
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

る
愛
媛
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
み
き
ゃ
ん
」
を
応
援
す
る
た

め
、
職
員
が
み
き
ゃ
ん
の
サ
ン
バ
イ

ザ
ー
を
着
け
て
来
庁
者
へ
の
投
票
の
呼

び
か
け
や
、
庁
舎
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼

る
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
、

昨
年
の
３
位
か
ら
日
本
一
を
目
指
し
て

お
り
、
11
月
16
日
ま
で
の
92
日
間
に
わ

た
り
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
も
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
メ
ー
ル
を
送
受
信

で
き
る
機
器
か
ら
の
投
票
に
よ
る
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
日
か
ら
長
江
フ
ェ
リ
ー
の

平
日
運
航
の
長
江
港
発
午
後
８
時
０
０

分
便
と
、
土
生
港
発
午
後
８
時
20
分
便

の
一
往
復
が
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
増

便
は
岩
城
地
区
住
民
の
強
い
要
望
か
ら

航
路
業
者
さ
ん
と
の
協
議
を
重
ね
て
き

た
案
件
で
あ
り
、
地
域
を
想
い
公
共
的

責
任
感
か
ら
英
断
を
頂
い
た
航
路
業
者

さ
ん
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保

す
る
た
め
、
上
島
町
も
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

８
月
22
日
に
は
、
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
「
佐
島
宮
ノ
浦
遺
跡
」

に
お
い
て
、
古
墳
時
代
の
製
塩
炉
跡
が

発
見
さ
れ
、
そ
の
現
地
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
の
島
し
ょ
部
で
製

塩
炉
と
製
塩
土
器
が
一
緒
に
見
つ
か
る

の
は
珍
し
く
、
古
墳
時
代
の
製
塩
拠
点

と
し
て
当
時
の
営
み
が
分
か
る
貴
重
な

発
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
調
査
は
平

成
23
年
か
ら
上
島
町
と
愛
媛
大
学
が
協

同
で
国
史
跡
指
定
を
目
的
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
調

査
・
研
究
に
よ
り
、
上
島
町
の
新
た
な

歴
史
文
化
の
発
掘
に
期
待
を
寄
せ
て
お

り
ま
す
。

８
月
23
日
に
は
、
い
き
な
ス
ポ
レ
ク

公
園
野
球
場
の
「
こ
け
ら
落
と
し
」
を

兼
ね
て
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
の
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
愛
媛
国
体
を
２
年
後
に
控
え
球
場

の
外
野
を
芝
生
化
し
、
保
護
材
等
で
安

全
面
を
強
化
し
ま
し
た
の
で
、
選
手
も

今
ま
で
以
上
に
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
溢

れ
る
プ
レ
ー
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
後
期
優
勝
決
定
と
い
う
実

力
の
通
り
、
念
願
の
上
島
町
初
勝
利
も

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
お
客

様
が
プ
ロ
の
野
球
観
戦
を
島
で
満
喫
さ

れ
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り

し
て
、
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
、
本

大
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
頂
い
て

お
り
ま
す
各
種
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団
体
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
24
日
に
は
、
知
事
と
の
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
、
上
島
町
行
政
側
か

ら
３
点
、
地
域
か
ら
４
点
の
重
要
案
件

を
要
望
致
し
ま
し
た
。

上
島
町
か
ら
の
要
望
内
容
は
、

①
離
島
補
助
航
路
の
指
定
緩
和
に
つ
い

て
②
離
島
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

③
歴
史
的
文
化
遺
産
の
調
査
や
保
存
に

つ
い
て

で
あ
り
、
地
域
か
ら
は
、「
離
島
に
お

け
る
護
岸
・
道
路
整
備
に
つ
い
て
」「
県

道
横
浜
生
名
港
線
の
改
良
促
進
に
つ
い

て
」「
上
島
架
橋
岩
城
橋
の
早
期
完
成

に
つ
い
て
」「
離
島
補
助
航
路
に
対
す

る
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
」
を
要
望
い

た
し
ま
し
た
。

県
か
ら
の
全
て
の
回
答
を
申
し
上
げ

る
こ
と
は
時
間
の
関
係
上
叶
い
ま
せ
ん

が
、
上
島
架
橋
「
岩
城
橋
」
の
早
期
完

成
に
つ
い
て
は
土
木
部
長
か
ら
「
上
島

架
橋
の
よ
う
な
長
大
橋
を
建
設
す
る
場

合
、
短
期
間
に
多
額
の
事
業
費
を
必
要

と
す
る
た
め
、
県
で
は
予
算
の
確
保
に

つ
い
て
引
き
続
き
、
国
に
強
く
要
望
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
上
島

町
を
は
じ
め
地
元
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

本
日
以
降
の
行
事
と
し
て
、
９
月
27

日
に
は
「
ゆ
め
し
ま
海
道
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
」
で
80
名
、10
月
25
日
に
は
「
瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
今

治
大
会
」
で
１
５
０
名
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
上
島
町
を
訪
れ
ま
す
。
昨
年
の
瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会
で
も
、
参
加
受
付
開
始
か
ら

一
番
先
に
埋
ま
る
の
が
こ
の
上
島
町
の

コ
ー
ス
で
あ
り
、
私
達
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
上
島
町
の
島
々
が
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力

が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
愛

媛
県
も
今
月
に
入
り
、
上
島
町
の
道
路

に
自
転
車
用
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
を
新
た

に
書
き
加
え
て
い
る
よ
う
に
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
支
援
を

続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

町
外
や
県
外
あ
る
い
は
国
外
か
ら
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
対
し
、
平
素
と
同
じ
笑

顔
と
声
援
で
お
も
て
な
し
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
関
連
し
て
、
今
後
は
愛
媛
県
や

上
島
町
の
条
例
に
も
謳
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
先
進
地
と
し
て
、

自
転
車
に
乗
る
と
き
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
確
保
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
上
島
町
の
財
政
状
況
で
す

が
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
４
つ

の
指
標
の
内
、
借
金
返
済
額
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
25
年
度

10
・
１
％
、
最
新
の
情
報
で
平
成
26
年

度
10
・
０
％
と
、信
号
に
例
え
る
と
「
青

信
号
」
と
い
う
適
正
な
低
い
数
値
で
推

移
し
て
お
り
、「
黄
信
号
」
で
あ
り
指

導
の
対
象
と
な
る
25
％
を
大
き
く
ク
リ

ア
ー
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
を
示
す
将
来
負
担

比
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
が

26
・
４
％
、
平
成
26
年
度
が
27
・
６
％

で
あ
り
、
共
に
早
期
健
全
化
基
準
で
あ

る
３
５
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
上
島
町
が
基
金
（
定
期
預

金
）
の
増
額
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
事

業
に
当
た
っ
て
は
辺
地
対
策
事
業
債
や

過
疎
対
策
事
業
債
等
の
翌
年
度
以
降
交

付
税
と
し
て
借
入
額
の
７
割
か
ら
８
割

の
交
付
を
受
け
る
有
利
な
起
債
活
用
に

努
め
て
い
る
事
が
主
な
理
由
で
す
。

こ
れ
ら
国
が
策
定
し
た
計
算
法
で
算

定
し
た
財
政
指
標
が
示
す
と
お
り
、
現

在
の
上
島
町
の
財
政
運
営
は
健
全
で

す
。更

に
、
先
日
報
告
を
受
け
た
平
成
26

年
度
の
上
島
町
決
算
監
査
の
ま
と
め
で

も
、「
町
税
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
又
、
町

債
残
高
も
平
成
23
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、
決
算
を
遂
行
で
き
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

財
政
比
率
は
、将
来
負
担
比
率
が
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
が
、
基
準

値
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
性

は
保
た
れ
て
い
る
。」
と
の
ご
意
見
を

頂
い
て
い
ま
す
。

た
だ
、
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る

よ
う
に
、
本
町
の
一
般
会
計
歳
入
の
約

半
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
本
年
度
か

ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
平
成
32
年
に

は
純
粋
に
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
一
本

算
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
配
分
額

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
実
質
公
債
費
比

率
や
将
来
負
担
比
率
等
の
健
全
化
判
断

比
率
も
上
昇
し
、
財
政
運
営
が
厳
し
い

状
況
に
陥
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
公
共
施
設
の

総
合
的
な
管
理
計
画
に
よ
る
施
設
運
営

の
見
直
し
や
施
設
の
統
廃
合
が
必
要
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
今
後
予
定
し
て
お
り

ま
す
事
業
の
見
直
し
・
凍
結
・
廃
止
も

有
り
得
る
事
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
が
多
い
公
共
下
水
道
事
業
や
国
民
健

康
保
険
事
業
等
、
独
立
採
算
が
基
本
で

あ
る
特
別
会
計
の
使
用
料
等
の
見
直
し

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

町
民
の
皆
様
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
の
平
成
28
年
度
予
算
の
概
算
要
求

は
、
一
般
会
計
の
総
額
が
１
０
２
兆
４

千
億
円
規
模
に
達
し
、
３
年
連
続
で
過

去
最
大
と
な
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
国
の
借
金
返
済
に
充
て
る

国
債
費
や
社
会
保
障
費
の
増
加
に
加

え
、
安
倍
政
権
が
推
進
す
る
地
方
創
生

や
成
長
戦
略
を
中
心
に
、
各
省
が
最
大

限
の
予
算
獲
得
を
進
め
た
た
め
で
す
。

平

成

27

年

第

３

回

定

例

会
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昨
年
度
９
月
議
会
か
ら
お
知
ら
せ
し

て
い
る
、
上
島
町
に
と
っ
て
重
要
課
題

で
あ
る
地
方
創
生
関
連
で
は
、
内
閣
府

な
ど
が
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
地

方
自
治
体
向
け
の
新
型
交
付
金
が
１
，

０
８
０
億
円
で
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
体
へ
配
分
す
る
出
口
ベ
ー
ス

の
交
付
税
総
額
を
16
兆
２
６
６
億
円
と

し
、
対
前
年
度
比
３
，
２
８
２
億
円
の

減
（
前
年
度
比
２
・
０
％
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

地
方
交
付
税
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

で
す
が
、
積
極
的
な
要
望
活
動
等
に
よ

り
、
昨
年
度
か
ら
自
治
体
の
実
態
に

合
っ
た
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
「
支
所
に
要
す
る

経
費
算
定
」、平
成
27
年
度
か
ら
は
「
離

島
の
増
嵩
経
費
算
定
」
及
び
「
人
口
減

少
等
特
別
対
策
事
業
費
の
算
定
」
等
が

新
た
に
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
上
島
町
の

今
年
度
普
通
交
付
税
は
昨
年
以
上
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
は
減
額
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
も
厳
し

い
状
況
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。本

町
に
お
い
て
も
、
よ
り
良
い
町
づ

く
り
の
た
め
の
有
益
な
情
報
収
集
に
努

め
、
上
島
町
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
、

重
ね
て
国
や
県
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
う
な
ど
、
平
成
28
年
度
予
算
に
係
る

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

結
び
に
、お
よ
そ
百
年
間
に
わ
た
り
、

上
島
町
民
の
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
、
下
弓
削
～
土
生
航
路
が
９
月
末
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
行
政
報
告
に
お

い
て
、「
今
後
は
、
更
に
他
の
航
路
も

減
便
に
流
れ
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に

支
障
が
出
る
事
が
無
い
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
島
に
住
む
人
に
と
っ
て
、
生
活

航
路
は
国
道
と
同
じ
で
す
。
民
間
だ
か

ら
助
成
金
は
ダ
メ
だ
と
い
う
問
題
で
は

な
い
は
ず
で
す
。」
と
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
り
残
念
で
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。

瀬
戸
内
と
い
え
ど
も
、
長
い
年
月
の

間
に
は
猛
暑
や
極
寒
の
季
節
も
あ
り
、

雨
に
打
た
れ
風
が
荒
れ
狂
う
中
で
も
、

町
民
の
足
を
守
る
た
め
に
懸
命
に
舵
を

握
り
続
け
て
い
た
だ
い
た
船
員
の
皆
さ

ん
や
、
経
営
者
の
方
々
に
心
か
ら
の
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
そ
の
恩
に
報
い
歴
史
を
引

き
継
い
で
ゆ
く
為
に
も
、
離
職
者
の
雇

用
の
場
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
航

船「
ゆ
げ
じ
ま
」

に
つ
い
て
も
、

新
た
な
活
躍
の

場
を
協
議
・
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計
（
14
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

《
16
議
案
》　　
　
　
　

―
認　
　

定
―

各
会
計
の
決
算
額
は
次
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
で
す
。
一
般
会
計
の
詳
し
い

決
算
状
況
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
上
島
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

社
会
体
育
施
設
の
一
部
に
お
い
て
新

た
に
設
置
し
た
施
設
が
あ
り
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
農
山
村
広
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

上
島
町
農
山
村
広
場
条
例
の
関
係
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
会
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
。　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

■
平
成
27
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計
（
３
会
計
）《
全
４
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
１
億
３
２
０
０
万
円

【
総　

額
】
72
億
５
２
０
０
万
円

■
特
別
会
計
（
３
会
計
）

国
民
健
康

保　
　

険

補
正
額

３
８
０
万
円

総　

額
13
億
４
８
８
０
万
円

国
民
健
康

保
険
診
療
所

補
正
額

２
７
０
万
円

総　

額

６
４
７
０
万
円

魚
島
船
舶

補
正
額

３
３
０
万
円

総　

額
１
億
４
５
３
０
万
円

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
町
道
佐
島
循
環
線
（
第
２
工
区
）
道

路
改
良
工
事
（
分
割
の
２
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
５
９
４
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

上
島
町
弓
削
鎌
田
２
３
７
番
地

平

成

27

年

第

３

回

定

例

会

条 

例 

議 

案

平
成
26
年
度
決
算

各
議
案
の
主
な
内
容
及
び
議
決
結
果

補
正
予
算
議
案

そ
の
他
議
案
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有
限
会
社
小
川
工
務
店

代
表
取
締
役　

小
川　

俊
治

―
可　
　

決
―

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
住
所
】
上
島
町
岩
城
３
１
６
２
番
地

２【氏
名
】
岡
野　

英
二

―
同　
　

意
―

■
町
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

【
譲
渡
す
る
財
産
】
旧
県
立
伯
方
高
校

岩
城
分
校
校
舎

【
所
在
】
上
島
町
岩
城
５
７
５
１
番
地

６【構
造
】
校
舎
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
陸
屋
根
４
階
建
、
更
衣
室
…
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋

建【延
床
面
積
】
校
舎
…
９
８
４
・
４
６
平

方
㍍
、
更
衣
室
…
14
・
０
０
平
方
㍍

【
譲
渡
の
相
手
方
】

上
島
町
岩
城
６
０
１
７
番
地

イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

山
本　

新
一

―
原
案
可
決
―

■
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い
て

―
原
案
可
決
―

■
「
公
開
討
論
会
」
開
催
に
つ
い
て
愛

媛
県
知
事
に
「
意
見
書
」
送
付
を
求
め

る
請
願　
　
　
　
　
　

―
不
採
択
―

■
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
全
面
禁
止
・

廃
絶
国
際
条
約
」
締
結
の
た
め
の
行
動

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請

願　
　
　
　
　
　
　
　

―
採　
　

択
―

■平成26年度上島町会計決算額
会　計　別 歳入歳出予算額（円） 歳　　入（円） 歳　　出（円） 歳入歳出差引額（円）

一　般　会　計 7,907,802,000 7,435,798,028 7,250,141,368 185,656,660

特　

別　

会　

計

国民健康保険 1,282,400,000 1,225,938,595 1,215,364,302 10,574,293
後期高齢者医療 130,000,000 129,661,898 128,711,621 950,277
公共下水道 386,400,000 385,781,114 383,881,733 1,899,381
CATV 177,300,000 174,332,555 173,770,801 561,754
農業集落排水 66,500,000 65,110,076 64,400,226 709,850
介護保険 811,800,000 766,229,681 765,026,675 1,203,006
介護サービス 41,000,000 40,176,988 39,277,794 899,194
浄化槽 32,200,000 32,278,816 30,846,309 1,432,507
国民健康保険診療所 60,300,000 55,644,622 54,945,720 698,902
へき地出張診療所 6,800,000 6,311,471 5,736,127 575,344
簡易水道 48,000,000 46,906,708 45,357,438 1,549,270
特別養護老人ホーム 383,500,000 383,972,663 378,569,311 5,403,352
生名船舶 227,000,000 267,035,567 208,101,729 58,933,838
魚島船舶 155,500,000 151,034,868 149,711,418 1,323,450

上水道事業会計（公営企業会計） 263,000,000 263,171,706 229,739,771 33,431,935

問上島町役場産業振興課（弓削）☎77–2252、（岩城）☎75–2500

本年７月、静岡県内で鳥獣被害対策のために設置され
ていた電気柵から感電による死亡事故が発生しました。

電気柵とは、田や畑などで、高圧の電流による電気刺
激によって、野生動物の進入や家畜の脱出を防止する「柵

（さく）」のことで、上島町内でも、猪などの野生生物が
農地へ侵入しないように、各地で電気柵が設置されてい
ます。

上島町では、電気柵を設置されている方に個別の調
査、指導を行いましたが、町民の皆様には、「不用意に
電気柵に近づかない」「電気柵に触れない」ようご注意
ください。

電気柵は、瞬間に高電圧が流れる仕組みですので、知
識がない人が触ること等はしないようにお願いいたしま
す。

平

成

27

年

第

３

回

定

例

会

電気柵から身を守ろう

2015上島町産業まつり『大収穫祭！青いレモンまつり』＆しまなみ・かんきつフェスタ2015『集え！地域の技術と食文化』
11月15日（日）　９時～ 14時（今治支局産地育成室技術普及グループ　岩城駐在所）

★上島町産業まつりの内容★
○レモンコンテスト＆農産物品評会（13時餅まき終了
後、即売）、○青いレモンを使ったレモン料理コンテス
ト、○上島の島々から旨いもん大集合！各種団体の旨い
もんバザー、○100円市場、○宮城県山元町リンゴ販売

（震災支援）、○サイクリングの日関連イベント（サイク
リングPRブース、スポーツバイク体験試乗）　
★しまなみ・かんきつフェスタ2015の内容★
○注目のオリジナル品種紹介（媛小春・たまみ・弓削瓢
柑等）、○瀬戸内に適した有望中晩柑の栽培（紅まどん

な、甘平、せとか他）、○技術セミナー『マルドリ方式・
ICTを利用した盛地区での取組』（講師：今治支局産地
育成室　越智係長10時40分～）、○岩城駐在所のみかん
の収穫体験（無料※量り売りはいたしません）、○中生
温州果実コンクール、○ＪＡ瀬戸の晴れ姫ジュースの試
飲、○「しまなみみかん」の即売と生絞りジュース
★無料送迎フェリー・送迎バス運行★
当日は、弓削港・生名港・佐島港・岩城港の無料送迎フェ
リー便及び岩城港・小漕港・長江港から会場までの無料
ピストンバスを運行します
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平成26年度上島町一般会計決算報告	これが上島町の家計簿です

平成26年度の世帯・個人当たり町税負担額及び歳出の状況　　　　　　　　　

平成26年度の各会計決算は、９月定例会で全て認定されました。ここでは、納められた税金や国・県等か
らのお金がどのように使われたのか、一般会計の詳細を報告します。

≪歳入　その他の内訳≫
地方譲与税 24,601,000円
利子割交付金 2,312,000円
配当割交付金 5,144,000円
株式等譲渡所得割交付金 3,347,000円
地方消費税交付金 74,023,000円
自動車取得税交付金 2,995,000円
地方特例交付金 1,346,000円
分担金及び負担金 56,657,739円
使用料及び手数料 135,834,347円
財産収入 30,742,309円
寄附金 2,351,393円
繰入金 2,380,000円

≪歳入　町税の内訳≫
町民税 322,434,294円
固定資産税 264,564,250円
軽自動車税 17,545,100円
市町村たばこ税 30,324,652円

≪歳出　その他の内訳≫
議会費 68,801,518円
災害復旧費 205,200円
諸支出金 106,708,000円

≪歳出　特別会計への繰出金≫
〈総務〉ＣＡＴＶ事業会計 138,500,000円
〈民生〉国民健康保険事業会計 124,200,000円
〈民生〉後期高齢者医療事業会計 37,800,000円
〈民生〉介護保険事業会計 125,000,000円
〈民生〉介護サービス事業会計 17,300,000円
〈民生〉特別養護老人ホーム事業会計 51,200,000円
〈衛生〉公共下水道事業会計 305,500,000円
〈衛生〉浄化槽事業会計 24,700,000円
〈衛生〉農業集落排水事業会計 48,000,000円
〈衛生〉簡易水道事業会計 24,500,000円
〈衛生〉国保診療所事業会計 33,800,000円
〈衛生〉へき地出張診療所事業会計 1,800,000円
〈諸支出金〉魚島船舶事業会計 53,500,000円

《平成27年３月末現在》
（世帯数…3,988世帯	人口…7,275人）

町税負担額 歳　出
１世帯
159,195円

（昨年度より10,377円減）

１世帯
1,817,989円

（昨年度より176,176円増）

町民１人
87,267円

（昨年度より3,955円減）

町民１人
996,583円

（昨年度より113,364円増）

平

成

27

年

第

３

回

定

例

会
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♥︎健康だより

★
今
月
号
の
担
当
★

　

保
健
師

　
　
　

中
場　

麻
美

インフルエンザにご用心
●インフルエンザはどんな病気？

〈主な症状〉・38度以上の発熱　・頭痛　・関節痛、筋肉痛などの全身症状　・のどの痛み、鼻水、咳
インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することで起こります。風邪に似た症状もありますが

全身症状が強いのが特徴です。また、気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することもあるので注意が必要
です。
●インフルエンザにかからないためには？
①外出後の手洗い…流水・せっけんを使った手洗いで、手や指についたウイルスを除去することができます。

アルコール消毒も有効です。通勤や通学、買い物などで外出した後は、こまめに手を洗いましょう。
②人ごみは避ける…インフルエンザが流行した時は、できる限り人が多い所への外出は控えるようにしま

しょう。やむをえず外に出るときは、マスクをつけ、極力人ごみの中へ
は入らないことが感染防止につながります。

③流行前に予防接種を受ける…日本では例年12月から３月ごろに流行しま
す。

　流行前にインフルエンザワクチンを接種しておくことで、感染しても病気
を発症する可能性を減らしたり、重症化を防ぐことができます。

④休養と食事…インフルエンザは免疫力が弱くなっていると、感染しやす
くなります。普段から栄養バランスのよい食事と十分な睡眠をとるなど、
規則正しい生活を送り、からだの抵抗力を高めておくことが大切です。

●インフルエンザをうつさないためには？
もしインフルエンザにかかってしまった場合は、周りの人にうつさないこ

とが重要です。咳やくしゃみをした際に飛沫と一緒にウイルスが放出される
ので、家族や周囲の人への感染を防ぐためにも、マスクを着用して「せきエ

チケット」を守りましょう。こうした周りの人への配
慮が感染拡大を防ぐことにもつながります。
せきエチケット

☆せきやくしゃみ、発熱などの症状がある人はマスクをつける。
☆せきやくしゃみをする時は、周りの人にかからないように顔をそらし、
ティッシュなどで口と鼻を覆う。
→せきやくしゃみの飛沫は、なんと半径１～２㍍も飛ぶといわれています。
　せきエチケットを心がけ、周りの人にうつさないようにしましょう。

●インフルエンザにかかったかなと思った時は？
・早めに医療機関を受診する。　　　　　　　・外出は避け、無理をして学校や職場には行かない。
・十分に睡眠をとって、安静にする。　　　　・水分をこまめに補給する。
・周りの人にうつさないようにマスクをつける。

こんな人は症状が重くなる危険があります！とくに注意が必要です！
○高齢者　○子ども　○妊婦　○ＣＯＰＤ、ぜん息、慢性心疾患などの持病がある人

上島町では、高齢者への
予防接種費用助成をおこ
なっています。対象の方へ
は、個別通知をしています。
まだ、接種されていない方
は、早めに接種されること
をお勧めします。予診票の
再発行等はお近くの保健セ
ンターへお問い合わせくだ
さい。
【対象者】
・満65歳以上の方
・満60 ～ 64歳の方で内部
疾患があり身障手帳１級を
お持ちの方

♡プレイルーム・キッズコーナーのごあんない♡　各保健センターには、お子さんが楽しく安
心してあそべるスペースがあります。お母さん同士のおしゃべりの場としても使っていただけ
ますので、お気軽にご利用ください。また、どんな些細な事でも子育てに関して気になること
があれば、保健師や管理栄養士がいつでも対応しますのでご相談ください。

※平日8：30 ～ 17：15の間
で自由に使っていただけます
が、事業実施時にはご利用い
ただけないこともありますの
で、事前に各保健センターへ
確認されることをおすすめし
ます。

【弓削保健センター】 【生名保健センター】 【岩城保健センター】
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11月
健康相談・リハビリ教室・検診ガイド
※★印は、獲得できる健康ポイント数 はつらつ教室（★5P）

5日（木） 13:30～15:30 魚島保健福祉センター
12日（木） 13:30～15:30 魚島保健福祉センター
19日（木） 13:30～15:30 魚島保健福祉センター
26日（木） 13:30～15:30 魚島保健福祉センター

健康相談（★5P）
17日（火） 13:30～16:30 魚島保健福祉センター
18日（水） 10:00～14:00 高井神公民館

秋の紅葉ウォーキング（★10P）
5日（木） 9:20～ 友愛の水記念公園

のびのびひろば
6日（金） 10:00～11:00 弓削保健センター

健康相談（★5P）
10日（火） 10:00～11:00 せとうち交流館

腰痛膝痛予防教室（★10P）
10日（火） 14:00～15:30 せとうち交流館

おたっしゃクラブ（★5P）
11日（水） 10:00～12:30 弓削開発センター
12日（木） 10:00～12:30 久司浦集会所
13日（金） 10:00～12:30 弓削保健センター
19日（木） 10:00～12:30 下弓削中央集会所

はつらつ教室（★5P）
12日（木） 14:00～16:00 弓削保健センター
26日（木） 14:00～16:00 弓削保健センター

はらすまクラブ〈ノルディックウォーク教室〉（★10P）
13日（金） 14:00～15:30 弓削保健センター

上島はつらつ教室自主活動（★5P）
2日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
9日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

16日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
30日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

いきいき体操（★5P）
9日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

30日（月） 10:00～11:30 生名保健センター
育MEN料理教室（★10P）

19日（木） 9:30～12:30 生名保健センター
健康相談（★5P）

10日（火） 10:00～11:00 生名公民館
26日（木） 10:00～11:00 立石港務所

はらすまクラブ〈ノルディックウォーク教室〉（★10P）
13日（金） 10:00～11:30 生名保健センター

まめっこクラブ・おはなし会
17日（火） 10:00～12:00 生名保健センター

合同おたっしゃクラブ（★5P）
18日（水） 10:00～12:30 生名保健センター

おうちごはん～ボナ・ペティ～（★5P）
25日（水） 10:30～13:30 生名保健センター

にこにこ広場（★5P）
17日（火） 14:00～16:00 岩城開発総合センター

おうちごはん～ボナ・ペティ～（★5P）
26日（木） 10:30～13:00 岩城保健センター

健康相談（★5P）
30日（月） 10:00～11:00 コミュニティセンター

◆生名保健センター　TEL 74‒0911

◆岩城保健センター　TEL 74‒0755

◆弓削保健センター　TEL 77‒3700

◆魚島保健福祉センター　TEL 74‒1120

元気アップ体操、検診等ガイド
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問【消費生活に関する相談窓口】
上島町産業振興課商工観光係　☎
75-2500、愛媛県消費生活センター
☎089-925-3700

問愛媛県社会福祉協議会福祉振興
部長寿推進課	☎089-921-5140

無料・格安
商法に注意

えひめ福祉
用具フェア

「無料体験」「今なら格安」など「無料・格安」で
あることを強調して勧誘し、有料の商品・サービス
を契約させたり、利用料を請求したりする商法です。
アドバイス
○強引に勧誘されても、必要でなければきっぱり断

りましょう。
○エステの契約は期間も長く高額になる場合がある

ので、契約をする前に十分説明を受け、自分に
とって本当に必要な契約か、支払い可能かよく
考えた上で契約しましょう。

日時…11月７日（土）、８日（日）
場所…愛媛県総合社会福祉会館（松山市持田町）
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上島の歴史、島おこし協力隊活動報告

島おこし
協力隊
活動報告

島おこし協力隊
吉田　浩士

景観についての覚書

天然魚ならではの奥深さ

「富士山は、そこに人々の生活や文
化があるから富士山なのであって、そ
うでなければ、地球上の一突起物にす
ぎない」。瀬戸内海の島々を眺めなが
ら、以前にそのような言葉を耳にした
ことを思い出しました。

昭和９年（1934年）、瀬戸内海は、
九州の雲仙や霧島とともに日本で最初
の国立公園に指定されました。当初の
指定区域は、東の小豆島から西の鞆の
浦一帯の陸域や海域で、備讃瀬戸を中
心としたものでした。その後、昭和31
年（1956年）５月１日の第２次拡張に
よって、上島諸島及び魚島群島の島々
も瀬戸内海国立公園に追加指定されま
した。

瀬戸内海の景観は、先人の営みに
よって形成されてきました。自然景観
や人文景観といった用語があります

が、古来より人・モノの往来が盛んで
あった瀬戸内海は、それらの景観が重
なり合っています。海に近い島の集落
周辺のみならず、後背の山々にも人々
の生活の痕跡が見られます。

かつて、私は中部山岳国立公園が眼
前に広がる飛騨地方で生活したことが
あります。同じ国立公園でも瀬戸内海
と飛騨山脈とでは、その景観を目の当
たりにした時の心の襞の動きが、若干
異なるような気がします。しかし、私
にとっては、どちらも大好きな景観で
す。

塩田、段々畑、溜池、石切場等の生
業の景観は、それが別のものに変わっ
たとしても、現地でその証跡を確認で
きることがあります。それがフィール
ドワークの楽しみでもあります。

こんにちは、島おこし協力隊の吉田
です。ニュー魚島２から見える島々の
山景が変わり、秋が深まってきたこと
を実感します。「～の秋」とよく言い
ますが、やはり、実りの秋ということ
で「食欲の秋」が一番馴染み深く感じ
ます。

魚島に居ると、豊かな漁場に囲まれ
ているため、新鮮で今まで味わったこ
とがない海の幸を頂くことができま
す。

都市部でも同じ魚をスーパーで見か
けますが、魚島で食べるものとは、や
はり一味違います。魚は鮮度が大事だ
とつくづく感じました。

そんな美味しい魚が頂ける魚島です
が、お話を聞いたことがある漁師の方
は皆、魚が昔に比べ獲れなくなった、

油代が上がった、魚の値段が安くなっ
た等、取り巻く環境の厳しさを仰られ
ます。

養殖技術の進歩により養殖魚を安定
して供給できる環境が整ってきたこと
が、魚価低下にも繋がっているようで
す。両者一長一短がありますが、魚で
季節を感じ、時期や個体差で違う表情
が見える天然魚は、やはり魅力的に感
じます。

私ごとで恐縮ですが、９月をもって
島おこし協力隊を卒業いたしました。

１年前魚島に来て、今までとは違っ
た環境で、貴重な体験をすることがで
きました。協力隊として来ましたが、
今現在があるのは、たくさんの方に協
力頂いたからだと思います。本当にあ
りがとうございました。

ふるさと
上島学への招待
⑦

上島町教育委員会
有馬　啓介

傾斜地を利用したみかん園
岩城村役場『村勢要覧 い
わぎ』昭和49年　より
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LETTERS FROM SCHOOL

運動会を実施
平成27年９月７日（月）に運動

会が行われました。雨天によ
り、１日順延しての開催でした
が、「咲きほこれ 体躯に秘めし 
桜花の魂」というスローガンの
下、青龍・紅鷹共にどちらの生
徒も一人一人が笑顔で一生懸命
頑張りました。運動会を終えて、
紅鷹グループ長の田中龍斉さん
は「皆で力を合わせて取り組む
ことができ、より一層友情を深

めることができました。紅鷹の
グループ長をすることができて
本当に良かったです。」と言っ
ていました。青龍グループ長の
津國晃一さんは「今年の運動会
では良い結果を残すことができ
て良かったです。応援だけ勝て
ませんでしたが、その他の総合・
競技・アーチは勝つことができ
ました。勝つことができたのも
３年生の皆、そして１・２年生
のおかげです。いい思い出にな
りました。」と言っていました。

卒業生座談会を実施
平成27年９月11日（金）に卒業

生座談会が行われました。昨年
卒業した先輩６名の高校生のと
きの学習方法や進路のこと、現

在の様子などを聞いたり、質問
したりしました。先輩方のお話
を聞いて２年生の大塚梓さんは

「先輩方の話を聞いて、自分の
進路のことについて深く考える
ことができました。先輩方の意
見を参考にして、勉強に励み、
将来のことを具体的に考えてい
きたいと思います。」と言って
いました。

国立モンゴル科学技術大学へ
国際交流訪問

平成27年８月18日～ 31日ま
で、本校の学生８名が国立モン
ゴル科学技術大学へ国際交流訪
問を行いました。

この交流訪問は昨年度に本校
とモンゴル科学技術大学との間
で研究・教育交流協定が結ばれ、
その一環として訪問したもので
す。

今回の訪問では、大学での講
義や実験に参加したほか、エル
デネ村のチンギス・ハーン像
テーマパークやモンゴルの民族
歴史博物館なども見学し見聞を
広めました。

参加した８名の学生にとって

国際的な視野を持った技術者と
して成長するための良い刺激と
なりました。

 

平成27年度商船学科卒業式
及び専攻科修了式を挙行

平成27年９月26日（土）、平成
27年度商船学科卒業式及び専攻
科（海上輸送システム工学専攻）
修了式が行われ、商船学科卒業
生24名、専攻科修了生３名は本
校を巣立ち、新たな門出の日を
迎えました。

式典では卒業・修了証書授与
が行われ、木村校長より「どの
ような事柄にも柔軟に対応でき
る多様性を持った技術者になっ
ていただくことを期待していま
す。」と式辞がありました。

そして商船学科卒業生による
恒例の「ごきげんようー！」の
掛け声の直後、全員の帽子が美
しく宙を舞い式典は終了しまし
た。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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校
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来たる11月８日（日）に自転車イベ
ント「ゆめしまサイクル2015 in かみ
じま」（上島町観光協会主催）を開催
します。観光協会ではこのイベントを
通して上島町の魅力の発信と、平成33
年度予定の岩城橋開通で完成する「ゆ
めしま海道」の知名度アップを目指し
ています。自転車で町内を巡るオリエ
ンテーリング形式で、当日は約100名
のサイクリストが町内を走ります。午
前10時に弓削ひだまり公園を出発、健
脚向けの「エキスパートコース」と、
初心者やお子さまでも楽しめる「ファ
ミリーコース」に分かれて弓削島～佐

島～生名島を走行。午前中は弓削島、
午後は佐島および生名島が舞台です。
沿道からのご声援、よろしくお願いい
たします。また一般ボランティアス
タッフも募集しております。お問い合
せは上島町観光協会まで。

各種お問い合わせ：
☎︎72-9277（上島町観光協会）

公式HP：www.kamijima.info

観光協会の活動

上島町観光協会
事務局　宮畑　周平

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会実行委員
会では、両大会の成功に向けて一緒に活動して
いただく、ボランティアを募集します。

えひめ国体・えひめ大会の期間中のみならず、
様々な活動を通じて、一人ひとりが楽しみなが
ら一体感を育み、県民みんなの力が集結した国
体・大会を目指しましょう。
県が募集するボランティア
○運営ボランティア
愛顔つなぐえひめ国体…開・閉会式会場等で業
務を行います。

ボランティアの募集について

愛顔つなぐえひめ大会…開・閉会式会場及び競
技会場等で業務を行います。
○情報支援ボランティア

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会で聴覚障
害のある方への情報保障や案内等を行います。
町が募集するボランティア
○運営ボランティア

愛顔つなぐえひめ国体の競技会場等で業務を
行います。
申込み方法
○各総合支所にあるボランティア登録申込書に
必要事項を記入の上、郵送、FAXまたは持参
により、愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会実
行委員会事務局へお申込みください。
○ホームページからもお申し込みいただけま
す。
愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会ホームペー
ジ　http://www.ehimekokutai2017.jp/

11月8日（日）「ゆめしまサイクル2015 in かみじま」開催

問　〒794-2593	愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000　独立行政法人国立高等専門学校機構
弓削商船高等専門学校企画広報室企画係　☎0897-77-4613　FAX：0897-77-4691
E-mail：kikaku@yuge.ac.jp　URL：http://www.yuge.ac.jp/

問（公財）県生活衛生営業指導センター　☎089-924-3305

弓削商船高専
12月公開講座

11月は標準営業約款普及及び登録促進月間

講　座　名 日　　時 対　　象 定　　員 料金 持参物 申込締切
ゆったりパソコン講座2015

「Ubuntuで行こう！！」
③Ubuntuのセキュリティ対策

12月５日（土）
13:30 ～ 16:00

上島町および近隣地区のパソコンや
インターネットに興味のある方 10名程度 無料 なし 11月24日（火）

もっと世界を知ろう！
モンゴル

12月19日（土）
13:30 ～ 15:00 小学生・中学生 10名程度 無料 なし 12月７日（月）

　申込書に必要事項を記入の上、企画広報室企画係へ郵送、ＦＡＸ、又は、メールでお申し込みください。受付は先着順とし、
定員になり次第締め切らせていただきます。詳しくは弓削商船高等専門学校ＨＰでご確認ください。

申

　Ｓマークを掲げた理容店、美容店、クリーニング店、めん類飲食店、一般飲食店は、安全・清潔・安心を約
束する信頼できるお店です。

厚生労働
大臣認可
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待
屑
や
積
善
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト

伊
佐　

幹
男

風
落
ち
て
松
に
か
ゝ
り
し
小
望
月

田
中　

華
丘

待
屑
や
明
日
の
供
物
と
と
の
え
し

山
元　

征
子

待
屑
や
光
陰
よ
ぎ
る
里
心

美
濃
部
妃
苗

小
望
月
裏
木
戸
閉
ざ
す
祖ば

ば母
の
居
る

林　
　

七
重

稲
雀
群
れ
て
稲
田
を
遊
び
け
り

森
本　

伸
子

病
室
の
窓
に
音
な
き
小
望
月古

林　

幹
枝

山
際
の
仄ほ
の

明
る
さ
や
小
望
月森

本　

和
佳

小
望
月
島
に
唯
一
の
狼の
ろ
し煙
跡田

名
後
篁
雨

新
涼
や
島
の
伝
説
語
り
お
り幸

本　

孤
燈

双
葉
俳
壇
【
岩
城
】

上島の　　 芸上島の　　 芸

弓
削
高
校
の
様
子

に
つ
い
て
、
地
域

の
方
に
聞
取
り
調

査
を
行
い
ま
し

た
。
９
月
16
日
、

24
日
（
弓
削
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
）

と
29
日
（
弓
削
高

校
）の
３
回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
は
、

今
と
は
違
う
昔
の
学
校
生
活
や
友
達
と

の
遊
び
、
流
行
し
て
い
た
も
の
な
ど
、

当
時
の
ア
ル
バ
ム
や
写
真
を
見
な
が
ら

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
高
校
生
に
と
っ
て
地
域
の
方
と
の

交
流
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
住
む
ふ
る

さ
と
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
高
校
生
が
聞
取
り
の
内

容
を
ま
と
め
て
、
11
月
１
日（
日
）開
催

の
弓
削
高
校
文
化
祭
に
て
発
表
し
ま

す
。
当
日
は
昨
年
度
事
業
の
「
ふ
る
さ

と
愛
媛
学
」
に
お
い
て
、
上
島
町
の
昭

和
30
年
代
の
町
並
み
図
を
調
査
し
た
発

表
会
も
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
地
域
の
方
に
弓
削
高
校
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
高
校
生
の
地
域
学
習

の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
調
査
研
究
発
表

会
、「
ふ
る
さ
と
上
島
学
」
弓
削
高
校

地
域
調
査
報
告
会

日
時
…
11
月
１
日（
日
）
８
時
50
分
～

今
年
度
、
教
育
委
員
会

で
は「
ふ
る
さ
と
上
島
学
」

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
弓

削
高
校
１
年
生
と
一
緒
に
昭
和
30
～
40

年
代
の
弓
削
小
学
校
、
弓
削
中
学
校
、

弓
削
高
校
生
と
地
域
調
査

ふ
る
さ
と
上
島
学 

文
化
祭
で
発
表
へ

9/16
9/24
9/29

10
時
20
分
（
弓
削
高
校
文
化
祭
）

場
所
…
弓
削
高
校
体
育
館

対
象
…
一
般　
　
　
　

入
場
料
…
無
料　
　
　

※
当
日
は
弓
削
高
校
文
化
祭
に
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

主
催
…
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、
上
島
町

教
育
委
員
会
、
愛
媛
県
立
弓
削
高
校

９
月
24
日（
木
）か
ら
10
月
１
日（
木
）

の
、「
秋
の
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
」
に

合
わ
せ
て
、『
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
』

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
通
り
入

賞
作
品
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
応
募
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は

ポ
ス
タ
ー
や
看
板
と
し
て
町
内
の
各
所

に
掲
示
し
て
、
環
境
美
化
の
呼
び
か
け

に
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
入
賞

作
品
に
つ
い
て
は
せ
と
う
ち
交
流
館
、

立
石
港
務
所
、岩
城
総
合
支
所
な
ど
で
、

順
次
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

特
選　

１
点　

大
森
慎
太
郎
さ
ん

入
選　

２
点　

古
江　

七
海
さ
ん

　
　
　
　
　
　

濱
田　

沙
羅
さ
ん

佳
作　

７
点　

池
本　

留
菜
さ
ん

　
　
　
　
　
　

小
田　

舞
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

津
國　

亜
美
さ
ん

環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
決
定

問
上
島
町
各
総
合
支
所
住
民
課

　
　
　
　
　
　

小
西　

彩
加
さ
ん

　
　
　
　
　
　

松
下
み
や
び
さ
ん

　
　
　
　
　
　

古
林　

由
帆
さ
ん

　
　
　
　
　
　

濱
田　

修
吾
さ
ん

（
応
募
総
数
：
19
点
）

特選　『海がタカラモノ 上島町』
大森慎太郎さん（一般）

入選　『上島町をピカピカに!!』
濱田　沙羅さん（生名小）入選　『地球を大切に』

古江　七海さん（弓削中）
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しまなみ農業だより

手
間
が
必
要
な
分
お
い
し
さ
満
点
の
ソ
ラ
マ
メ

空
を
向
い
て
莢
（
豆
）
が
つ
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
（
空
豆
）

が
つ
い
た
ソ
ラ
マ
メ
は
、
エ
ン
ド
ウ
と
と
も
に
人
気
の
高
い
マ
メ
科

の
越
冬
野
菜
で
す
。
そ
の
栽
培
は
、
他
の
作
物
と
比
べ
て
少
し
難
し

く
、
花
が
咲
く
の
に
寒
さ
が
必
要
な
た
め
、
越
冬
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
と
、
春
先
か
ら
生
育
が
旺
盛
に
な
る
と
と
も
に
ア
ブ
ラ
ム

シ
が
発
生
し
て
防
除
に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
収
穫
期
間
は
約

１
ヶ
月
間
と
比
較
的
短
い
作
物
で
す
。

手
間
が
か
か
る
割
に
は
収
穫
期

間
の
短
い
野
菜
で
は
あ
り
ま
す

が
、
適
期
に
収
穫
し
た
新
鮮
な
ソ

ラ
マ
メ
を
塩
ゆ
で
し
て
食
べ
れ

ば
、
毎
年
栽
培
し
た
く
な
る
こ
と

う
け
あ
い
で
す
。

ソ
ラ
マ
メ
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

は
、「
土
づ
く
り
」
で
す
。
マ
メ

科
の
仲
間
は
比
較
的
肥
料
が
少
な

く
て
も
栽
培
で
き
ま
す
が
、
ソ
ラ

マ
メ
は
マ
メ
科
の
中
で
も
最
も
肥

料
が
必
要
で
、
特
に
春
先
か
ら
肥

料
分
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
堆

肥
や
有
機
肥
料
を
投
入
し
て
十
分

な
土
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。た
だ
、

肥
料
の
入
れ
す
ぎ
は
害
虫
の
発
生

を
助
長
し
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
ソ
ラ
マ
メ
は
酸

性
土
壌
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
石
灰

資
材
を
施
用
し
て
土
壌
酸
度
を
調

整
し
て
お
き
ま
す
。　

○
土
づ
く
り
、
施
肥

栽
培
１
ヶ
月
前
に
完
熟
堆
肥
を

１
平
方
㍍
あ
た
り
１
・
５
㌔
施
用

し
、
２
週
間
前
に
カ
キ
殻
な
ど
の

有
機
石
灰
を
１
平
方
㍍
あ
た
り

１
５
０
㌘
、
１
週
間
前
に
発
酵
鶏

糞
な
ど
の
有
機
肥
料
を
１
平
方
㍍

あ
た
り
１
５
０
㌘
施
用
し
、
そ
れ

ぞ
れ
よ
く
混
和
し
て
お
き
ま
す
。

○
畝
た
て

幅
60
～
90
㌢
、
高
さ
10
～
15
㌢

の
畝
を
た
て
ま
す
。
黒
や
シ
ル

バ
ー
の
ポ
リ
マ
ル
チ
を
使
う
と
、

防
寒
・
雑
草
対
策
に
な
り
ま
す
。

植
え
穴
は
40
～
60
㌢
間
隔
で
開
け

て
お
き
ま
す
。

○
直
播
き
、
育
苗

畑
に
直
接
、種
を
播
く
場
合
は
、

10
月
下
旬
～
11
月
中
旬
に
、
１
穴

に
１
～
２
粒
、「
オ
ハ
グ
ロ
」
と

呼
ば
れ
る
種
の
く
ぼ
ん
だ
部
分
を

斜
め
下
に
し
て
播
き
ま
す
。
種
が

隠
れ
る
程
度
に
土
を
か
け
、
た
っ

ぷ
り
と
水
を
や
り
ま
す
。
発
芽
し

な
い
と
こ
ろ
に
は
追
加
で
種
を
播

き
ま
す
。

ソ
ラ
マ
メ
は
欠
株
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
育
苗
し
て
苗
を
植
え
る
方
が
種

が
無
駄
に
な
り
に
く
い
で
す
。
こ

の
場
合
、
６
～
９
㌢
の
ポ
リ
ポ
ッ

ト
に
１
粒
ず
つ
種
を
播
き
ま
す
。

播
き
方
は
直
播
と
同
じ
で
、
本
葉

３
～
４
枚
で
畑
に
定
植
し
ま
す
。

○
寒
さ
対
策

種
播
き
か
ら
遅
霜
の
心
配
が
な

く
な
る
ま
で
は
、
寒
冷
紗
や
不
織

布
で
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
、
そ
の

中
で
栽
培
し
ま
す
。
ソ
ラ
マ
メ
は

本
葉
５
～
６
枚
の
と
き
が
最
も
寒

さ
に
強
い
た
め
、
こ
の
状
態
で
越

冬
さ
せ
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

○
主
枝
・
側
枝
の
摘
心

本
葉
６
～
７
枚
出
た
頃
（
２
月

下
旬
頃
）、
主
枝
の
先
端
を
摘
心

す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
げ
つ
し
て

新
し
い
茎
が
よ
く
育
ち
ま
す
。
ま

た
、
花
が
咲
き
だ
す
頃
に
花
が
つ

い
て
い
な
い
不
要
な
茎
を
除
き
ま

す
。
側
枝
も
60
㌢
く
ら
い
で
摘
心

す
る
こ
と
で
、
実
の
つ
き
が
よ
く

な
り
ま
す
。

○
追
肥
・
土
寄
せ
・
か
ん
水

開
花
が
始
ま
っ
た
頃
（
３
月
上

旬
頃
）、
生
育
の
様
子
を
見
て
肥

料
が
足
り
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
株

元
に
化
成
肥
料
を
追
肥
し
ま
す
。

マ
ル
チ
栽
培
で
な
い
場
合
は
、
除

草
を
兼
ね
て
中
耕
し
、
株
元
が
隠

れ
る
く
ら
い
ま
で
土
寄
せ
す
る
と

倒
伏
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

時
期
は
水
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
乾
燥
し
な
い
よ
う
適
宜
か
ん

水
し
ま
す
。
水
が
不
足
す
る
と
莢

の
数
や
大
き
さ
が
不
足
し
ま
す
。

○
整
枝
と
誘
引

ソ
ラ
マ
メ
は
摘
心
す
る
と
生
育

が
旺
盛
に
な
っ
て
き
ま
す
。
３
月

中
旬
頃
、
草
丈
が
50
～
60
㌢
に

な
っ
た
ら
太
い
枝
を
６
～
７
本
残

し
て
、
残
り
の
枝
は
付
け
根
か
ら

摘
み
取
っ
て
整
枝
し
ま
す
。ま
た
、

茎
が
倒
れ
て
地
面
に
つ
く
と
病
気

な
ど
が
発
生
す
る
た
め
、
畝
の
四

隅
と
そ
の
間
に
支
柱
を
立
て
、
シ

ル
バ
ー
テ
ー
プ
な
ど
を
張
っ
て
支

え
ま
す
。

○
摘
果
・
収
穫

大
き
い
莢
を
収
穫
し
た
い
場
合

は
、
側
枝
に
付
い
た
実
を
摘
果
し

て
６
個
程
度
に
し
ま
す
。
上
を
向

い
て
い
た
莢
が
下
に
垂
れ
下
が

り
、
背
中
側
の
筋
が
褐
色
に
な
っ

た
ら
収
穫
時
期
で
す
。
ま
た
、
試

し
に
莢
を
割
っ
て
中
の
実
の
オ
ハ

グ
ロ
部
分
が
黒
く
な
る
前
が
収
穫

の
適
期
と
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他

ソ
ラ
マ
メ
は
連
作
を
嫌
い
ま
す

の
で
、
１
度
栽
培
し
た
畑
で
は
３

～
４
年
は
栽
培
し
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
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問一般財団法人愛媛県母子寡
婦福祉連合会☎089-907-3200

消防だより

平成27年９月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 1 21
生　　　　名 0 10
岩　　　　城 0 9
魚　　　　島 0 4
合　　　　計 1 44
平成27年累計 2 363

平成27年９月30日現在

毎
年
、
11
月
９
日（
月
）か
ら
15

日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を
「
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
」
と
定

上
島
町
消
防
本
部
で

は
、
消
防
団
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
上

島
町
消
防
団
員
の
人
数

は
、
９
月
30
日
現
在
で

３
７
６
名
（
定
員
３
９

０
人
）
で
す
。
年
齢
は

18
歳
以
上
で
、
町
内
に

居
住
ま
た
は
、
勤
務

し
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
入
団
に
関
す
る

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
下
記
の
連
絡
先
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
業
務
内
容
】

地
域
で
発
生
し
た
火

災
・
地
震
・
風
水
害
な

ど
の
各
種
災
害
の
防

ぎ
ょ
活
動
、
災
害
の
予

防
広
報
活
動
な
ど
幅
広

い
業
務
が
主
な
仕
事
に

な
り
ま
す
。

問
上
島
町
消
防
本
部

☎
７
７
―
４
１
１
８

防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
保
育
所
園
児

た
ち
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
ま
す
。
実
施
日
や
場
所
に
つ

い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

め
、
全
国
で
火
災
へ
の
注
意
が
呼

び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
の
発
生
し

や
す
い
気
象

状
況
が
続
き

ま
す
。
火
の

取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し

て
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ

う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施

上
島
町
消
防
団
員
を
募
集

平成27年度防火標語

防火パレードの様子

幼年消防クラブ防火パレード実施日及び場所
 日　時 場　所

岩城保育所 11月９日（月）
９時～ 10時

岩城保育所
～岩城港

弓削保育所 11月10日（火）
10時～ 11時30分

弓削保育所～佐島港・
緑ヶ丘住宅周辺

生名保育所 11月11日（水）
10時～ 11時

生名保育所
～生名総合支所

魚島保育所 11月12日（木）
９時30分～ 10時30分 魚島総合支所付近

愛
媛
県
消
防
学
校
で
の

６
ヶ
月
間
の
初
任
教
育
課
程

を
修
了
し
、
10
月
よ
り
消
防
署
に
着
任
し
た
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
コ
メ
ン
ト
】

半
年
間
の
消
防
学
校
で
の
初
任
教
育
を
終
え

て
、10
月
か
ら
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
学
校
で
得
た
知
識
、
技
術
、
体
力
を
活

か
し
て
、
上
島
町

民
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
人
紹
介

消防士　菅
かん

　貫
かん

太
た

女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～ 25日）
女性に対する暴力のひとつに「配偶者からの暴力」が

あります。一人で悩まないで早めに相談してください。
相談は無料、秘密は厳守します。
相談機関…愛媛県福祉総合支援センター☎︎089-927-3490

（月～金）、愛媛県男女共同参画センター☎︎089-926-1644
（火～日）、愛媛県警察本部☎︎089-931-9110（月～金）、
上島町各総合支所住民課

日時…11月16日（月）～ 11月22日（日）
全国統一電話番号…０５７０－０

ゼロナナゼロのハートライン

７０－８１０
相談担当者…人権擁護委員および法務局職員

問松山地方法務局
☎089-932-0888

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間電話相談日程…12月15日（火）

場所…旧今治コンピュー
タカレッジ１階
申込…11月２日～ 27日

母子家庭等就職準備・
離職転職セミナー

先月号の火災出動
件数のお詫びと訂
正について

先月号で、８月の
火災出動件数の合計
が１件となっていま
したが、正確には０
件です。記載に誤り
があったことをお詫
び申し上げます。
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「
つ
ん
く
♂
」
と
い
う
ア
ー
チ
ス
ト
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
歌
手
で
も
あ
り
、
モ
ー
ニ
ン
グ
娘

な
ど
の
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
有
名
で

す
。
彼
は
昨
年
十
月
、
喉
頭
が
ん
に
よ
り
声
帯
摘

出
手
術
を
受
け
、
命
の
替
わ
り
に
声
を
失
い
ま
し

た
。今

回
は
、「
だ
か
ら
、
生
き
る
。」
か
ら
引
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

『
僕
は
、
ど
う
し
て
も
最
後
に
自
分
の
声
で
子

ど
も
た
ち
と
話
が
し
た
か
っ
た
。
三
人
の
子
ど
も

に
話
し
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
で
も
息
苦
し

さ
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
た
。
長
男
に
は
「
お
母

さ
ん
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
こ
の
家

で
唯
一
の
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
の
こ

と
を
助
け
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」。
長
女
に
は
「
素

敵
な
声
を
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
歌
の
練
習
を

も
っ
と
し
よ
う
ね
。
お
父
さ
ん
の
分
も
歌
う
っ
て

前
に
言
っ
て
た
も
ん
ね
」。
次
女
に
は「
お
姉
ち
ゃ

ん
を
見
習
っ
て
お
勉
強
も
が
ん
ば
る
ん
だ
よ
。
大

好
き
だ
よ
…
」。
こ
れ
が
、
自
分
の
声
帯
で
発
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
最
後
の
言
葉
だ
。
そ
の
後
、

妻
に
も
い
く
つ
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
、
最

後
に
、
い
ろ
ん
な
口
調
で
、
妻
の
名
前
を
何
度
も

呼
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
何
万
回
と
な
く
呼
べ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
、
妻
の
名
前
…
。
妻
は
泣

き
な
が
ら
、
僕
の
声
を
聞
い
て
い
た
』。

声
が
出
る
こ
と
、
会
話
が
で
き
る
こ
と
。
あ
た

り
前
の
こ
と
が
、普
通
の
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
、

幸
せ
で
あ
る
か
を
、
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
た
。

《弓　削》毎週月曜日　19:30 ～ 弓削地域交流センター
《生　名》毎週月曜日　 9:00 ～ 生名公民館
《岩　城》毎週木曜日　20:00 ～ 岩城総合支所庁舎
《魚　島》毎週水曜日　19:30 ～ 魚島開発総合センター

英
会
話
教
室

My	Summer	Memories
Greetings, Kamijima. It’s David again. Did you enjoy summer 

this year? Many people said that it was a lot cooler than last 
year, but there were still some very hot days. Regardless, I was 
still able to have a great summer. 

Towards the end of August, I went canyoning in Omogokei 
(Kumakogen). Canyoning can be considered a type of river 
activities, such as diving, jumping into and riding the rapids like 
a roller coaster. According to our guide, we should have been 
able to see to the bottom of the river even without goggles, but 
due to heavy rain the day before, it wasn’t possible.

In September, I did kayaking in Sashima. My kayak was 
rocking a lot the moment I entered the water and felt rather 
worried but I somehow managed to get to the destination 
despite not being able to row straight. When we arrived at the 
shore, our guide started a fire and treated us to various drinks 
while we talked and listened to many stories from everyone.

During Silver Week, I went to Karusuto Onogahara with a 
friend. We drove around the mountains and saw breathtaking 
views as well as a lot of cows, stones and fields. Afterwards 
we decided to go to a nearby cave by driving through really 
narrow roads. We had to climb up from a place where our car 
couldn’t go any further and finally discovered the cave. However, 
without even going in we went home. The reason for that was 
because it was rather scary and with night approaching, our 
lack of preparation and the cold wind blowing from the cave, we 
decided it was too dangerous to keep going.

Looking back now, I’m surprised at how much has happened 
in such a short period of time. I hope I can keep making good 
memories. Summer was great this year!

夏の思い出
上島町の皆さん、こんにちは。弓削と生名地域のALTの

デイビッドです。皆さん、今年の夏はどうでしたか。去年
と比べたら涼しいとよく言われているが、暑い日もあった
ものですね。それにもかかわらず、非常に充実した夏を過
ごしていたと思っています。

８月の下旬に、久万高原の面河渓にキャニオニングをし
に行ってきました。キャニオニングというのは川に飛び込
んだり、潜ったり、ジェットコースターのように川を下っ
たりする遊びです。ガイドさんによると、ゴーグルをかけ
ずに潜ったら、川の底まで見えるはずと教えてくださった
が、前日雨が多く降っていたので、見えませんでした。

９月に入って、佐島でシーカヤックを体験しました。海
に入った瞬間にカヤックが揺れて不安でしたが、まっすぐ
進めず、フラフラしながら目的地までなんとか行けてよかっ
たです。浜についたら、ガイドさんはサバイバルのように
火をつけてくださって、おいしい飲み物をいただきながら、
一緒にいた５人の友達といろいろな話を聞かせてくれまし
た。

シルバーウィークの間、カルスト大野ヶ原にいました。
車で山を巡りながら、牛・石・高原いっぱいで、息を呑む
ほど高いところから景色を見ることができました。後は、
近くにある洞窟に入る予定で非常に狭い道を運転していき
ました。車が通り抜けできないところを歩いて登って、やっ
と発見しましたが、一度も入らずに帰ってしまいました。
その理由は怖かったからです。それに、洞窟から冷たい風
が吹き出してきていたが、洞窟へ入るための準備をしてい
なかったうえ、夜になると危ないと判断したからです。

今振り返ると短い間たくさん経験できたなんてびっくり
しました。これからもいい思い出を更に作っていきたいと
思っています。今年の夏は最高でした！

今月の担当：クワチ・デイビッド
　 （ALTの原文を掲載しています）

ＡＬＴコーナー英文音声ファイルＵＲＬ
https://soundcloud.com/kouhou-kamijima

こ
ん
に
ち
は

町
長
で
す

左記のQRコードにアクセスすると、ALTコーナーの英
文のリスニングができる音声ファイルが利用できます。
ノーマルなスピードとゆっくり目のスピードの両方で聞
くことができるので、適宜聞き分けてみてください。



※戸籍だよりにつきましては、上島町各総合支所窓口
へ届け出に来られた方で、掲載の了解をいただいた
方のみを掲載しています。なお、町内外の方で掲載
をご希望の方は、上島町各総合支所住民課へご連絡
下さい。

■弓削総合支所　住民課　TEL 0897-77-2503
■生名総合支所　住民課　TEL 0897-76-3000
■岩城総合支所　住民課　TEL 0897-75-2500
■魚島総合支所　住民課　TEL 0897-78-0011
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区分 男 女 合　計 世帯数

弓 削 1,706
（△8）

1,645
（△7）

3,351
（△15）

1,935
（△5）

生 名 757
（△2）

905
（　0）

1,662
（△2）

881
（△1）

岩 城 1,174
（△4）

966
（△2）

2,140
（△6）

1,153
（ △3）

魚 島 102
（△1）

98
（　0）

200
（△1）

127
（△1）

合 計 3,739
（△15）

3,614
（△9）

7,353
（△24）

4,096
（△10）

（　）は前月比です。

1日㈰ 魚島地区文化祭、生名地区文化祭
弓削高校文化祭

2日㈪ 潮湯休館日
3日㈫ 文化の日　スポレク体育館・岩城郷土館休館日
4日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
5日㈭
6日㈮
7日㈯ 岩城文化展（～８日）
8日㈰ ゆめしまサイクル2015 in かみじま
9日㈪ 潮湯休館日

10日㈫
行政相談（岩城コミュニティセンター 10:00 ～ 12:00）
人権相談（岩城コミュニティセンター 10:00 ～ 12:00）
スポレク体育館・岩城郷土館休館日

11日㈬
人権相談（せとうち交流館9:00 ～ 12:00）
潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

12日㈭
13日㈮
14日㈯ 弓削地区文化祭（～ 15日）

15日㈰ 上島町産業まつり＆しまなみかんきつフェスタ
（今治支局産地育成室岩城駐在所9:00 ～ 14:00）

16日㈪ 潮湯休館日
17日㈫ スポレク体育館・岩城郷土館休館日
18日㈬ 行政相談（生名公民館10:00 ～ 12:00）
19日㈭ 行政相談（せとうち交流館9:00 ～ 12:00）
20日㈮ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
21日㈯
22日㈰
23日㈪ 勤労感謝の日　潮湯休館日・岩城郷土館休館日
24日㈫ スポレク体育館・岩城郷土館休館日

25日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

26日㈭ 年末調整説明会（せとうち交流館13:00 ～ 15:00）
27日㈮
28日㈯ 上島町文化公演会（林家三平落語公演 せとうち交流館15:00 ～）
29日㈰ スポレクの日（屋内プール、アリーナ無料開放）
30日㈪ 潮湯休館日

【寄　附（敬称略）】９月30日までの受付
次の方に寄附をいただきました。紙上より厚く

お礼申し上げます。
○波上　凉子　　海光園のために　　金一封
○菅　　良二　　ふるさと納税　　　20万円
○寺坂　公江　　老人福祉のために　10万円

上島町 11月 行事カレンダー 戸籍だより

行事カレンダー、戸籍だより

人口の動き 平成27年９月30日現在

日
ひ

吉
よし

悠
ゆ う じ ろ う

治朗　　忠
ただあき

朗・奈
な み

美（弓削）
河
かわもと

本　奏
か な た

海　　洋
ひろ

樹
き

・由
ゆ か

香（岩城）

福
ふく

羅
ら

志
し ず こ

津子　　９月１日　　97歳（弓削）
時
ときもと

本　清
きよみつ

光　　９月３日　　77歳（弓削）
村
むらかみ

上　隆
たか

夫
お

　　９月４日　　79歳（生名）
村
むらかみ

上美
み ち こ

千子　　９月８日　　86歳（弓削）
佐
さ の

野　忠
ただ

美
み

　　９月11日　　92歳（弓削）
田
たがしら

頭　哲
てつろう

郎　　９月14日　　73歳（弓削）
寺
てらさか

坂　賢
けん

二
じ

　　９月21日　　74歳（弓削）
亀
かめ

井
い

　幸
ゆき

子
こ

　　９月25日　　90歳（弓削）
山
やまもと

本　博
ひろとし

壽　　９月24日　　83歳（生名）
島
しま

田
だ

　義
よしはる

治　　９月27日　　87歳（弓削）

出 生

死 亡

おめでとうございます

ご冥福をお祈りいたします

問愛媛県経済労働部産業
雇用局労政雇用課	職業訓
練グループ
☎089-912-2504

県では、新居浜・今治・松山・宇和島の県立高等技術専門校訓練生の
技能を紹介し、みなさんに技術・技能のすばらしさを知っていただくた
め、「えひめ職業技能フェア」を開催します。
日時…11月28日（土）９時30分～ 16時
場所…エミフルＭＡＳＡＫＩ（伊予郡松前町筒井）

えひめ職業技能フェア



【弓削総合支所】〒794-2592 上島町弓削下弓削210番地
TEL0897-77-2500㈹　FAX0897-77-4011

【岩城総合支所】〒794-2492 上島町岩城1427番地２
TEL0897-75-2500㈹　FAX0897-75-2852

【生名総合支所】〒794-2550 上島町生名621番地１
TEL0897-76-3000㈹　FAX0897-76-2375

【魚島総合支所】〒794-2540 上島町魚島１番耕地1362番地の第１
TEL0897-78-0011㈹　FAX0897-78-0330
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町
内
で
は
渡
り
の
途
中

に
休
息
の
た
め
立
ち
寄
る

よ
う
で
す
。
名
前
の
と
お

り
、
尾
の
長
い
ス
マ
ー
ト

な
か
も
で
す
。
水
面
に
逆

立
ち
し
て
尾
羽
を
ピ
ン
と

上
げ
て
餌
を
採
る
カ
ッ
コ

ウ
は
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
す
。
初
冬
か
ら
翌
年
の

渡
り
の
時
期
ま
で
数
羽
の

雄
が
１
羽
の
雌
を
追
い
か

け
回
す
求
愛
行
動
が
見
ら

れ
る
。

《
提
供　

弓
削
野
鳥
の
会
》

オ
ナ
ガ
ガ
モ

（
カ
モ
科
）

【編集後記】各地区の敬老会を取材させていただき、出
席者の方々が笑顔で楽しんでいる様子が強く印象に残り
ました。これからも元気でお過ごしいただき来年の敬老
会でまたはじける笑顔を見せてください。（濵本　一人）

平成26年12月生まれの赤ちゃん募集！
■締 切 日　11月２日（月）
■投稿方法　次を各総合支所へ投稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚★①住所・②名前・③性別・
④生年月日⑤保護者名・⑥電話番号・⑦メッセージ

山
やまもと

本　結
ゆい

人
と

くん
11月14日生まれ（生名）

♪メッセージ♪
笑顔が素敵な結人!!これから
も元気でたくましく大きく
なってね♥︎　　　　　優＆早

歳のお誕生日おめでとう

瀬戸内国際ヨットラリー参加艇寄港 ゆめしま海道サイクリング開催

９月16日（水）から９月18日（金）にかけ
て瀬戸内国際ヨットラリー参加艇が上島
町ゆげ海の駅に寄港しました。

ヨットラリーは、複数のヨットが一緒に帆走して
寄港地を巡り、史跡を訪れたり食事を楽しむなどす
るものです。上島町が寄港
地となるのは昨年に引き続
き２回目で、ヨットラリー
の参加者らは、弓削商船高
専の学生や住民の方々との
交流を楽しんでいました。

９月27日（日）ゆめしま海道サイクリン
グが開催されました。

秋晴れの下、総勢約80名のサイクリス
トは、上島町の豊かな自然と綺麗な景色の中を走る
サイクリングと青い海を船で渡るクルージングを満
喫していました。

沿道から声援を送ってくださった皆さま、また、
お接待をしてくださった皆さま、エイドステーショ
ンを手伝ってくださった中学生の皆さま、ありがと
うございました。

9/27
9/16
～
9/18

古
ふるもと

本　絢
あや

愛
な

ちゃん
11月18日生まれ（岩城）

♪メッセージ♪
可愛い笑顔で、これからも、
みんなを、癒してね。

晋哉＆宏美


